四国歩き遍路と般若心経
まもなく94歳になる一人住まいの母が毎朝仏壇に向かい般若心経を唱えていす。　其れに惹かれ私も般若心経の解説書(ひろ　さちや著など）を8－9年ほど前に読みました。それは宗教と言うよりは、哲学でしたから素直に理解できました。　なぜ歩き遍路をしたかったかと言うと、般若心経と言えば空海です。　引退をした今、歩き歩き自分の肉体を痛め尽くして、得られるものが何か在りそうに思いました。　学生時代ワンゲルで四国の一部をネベカマ背負って歩いたことを思出したかったこともあります。　
 
とりあえずの目的として徳島県内の「発願の道場」と呼ばれる第１番霊山寺から第２３番薬王寺まで150キロをお天気に恵まれ５日半で回った。あとは24番から26番までは主にバスを利用した。正規の巡礼姿(南無大師遍照金剛と書かれた白装束と木製の杖）でなく、紺の作務衣とスプリング付きの登山用の杖とリュックと唯一巡礼らしいのは同行二人と書かれた袈裟袋です。三日目から足のマメが出来、休憩した後は特に痛かった。杖に出きりだけ体重を掛けて痛みを押さえ歩きに歩きました。　　櫻はまだでしたが、桃や水仙があちこち咲き乱れて、まさに花遍路でした。　バスツアーの団体のほとんどは中高年の小母さんで、後は車遍路の夫婦が９９％で、定年後の元気お父さんの歩き遍路は予想どうりでしたが意外だったのは若い女性の一人歩きの遍路さんもかなりいました、不思議に思って動機を尋ねると、自分を、「我」から変えたいと言うのや、願い事があるというのです。　途中で知ったのですが「ロード８８、出会い路、四国へ」というＤＶＤがまもなく発売されるそうです。　白血病に冒された少女が生きる希望を胸に抱きながら遍路に出ると言う内容だそうで文化庁支援、骨髄バンク推進財団後援の感激で涙する映画だそうです。　
 

片田舎のおばあさんが老人手押し車から１５０円程度でしょうか、ポテトチップを取出し、お接待です、歩きながら食べなさいと手渡されました。農作業で荒れたその手から察して決して裕福な生活を送っていないと思われるのですが、日焼したその顔の安らかなこと忘れられません。　一日１０人にあげたとしても月４万にもなります、かような計算をする私はまだ打算的なのでしょうか。　お接待をする意味が分りました。　お返しをしなければと思いました。　そんなことがあった後、弘法大師が修行したと言う大龍寺に参拝した直後のことです。途中で目にしたキット若い女の子の詩です。「幸せの定義、自由に行動できる幸せ、好きな人と一緒にいる幸せ、分かり合える幸せ、いろいろな幸せがある。幸せを感じられる今だからこそ、伝えられる幸せを伝えたい。ありがとう。」　この詩を思いだしながら、足のマメが痛くてたまらない足に鞭打ち寺の坂を降っていると、急に涙が止まらなくなりました。最初は花粉症かなと思ったのですが、その後花粉症には悩まされませんでしたから、ひょっとすると山の霊気だったのかとも思うのです。「やはり幸せは人に伝えなければならない」、そして、もっと「人には優しいおじさん」にならねばと思いました。　
敦煌の莫高窟の涅槃像を訪れたときときも同じような心境になりました。　これは釈迦の生涯を描いたもので、母が他界から息子の死を悼んで出てきたのを見た釈迦が棺からいでて、母に極楽に往くための説教をするシーンです。　これが三回目と言う信じがたい８０歳の老人と何度も抜きつ抜かれつし、同じ遍路宿にも泊まりましたが、彼は家に帰るとケチなお爺さんだと言わてるそうですが、遍路先でお金を途中の子供やお接待をする人に逆接待しているそうです。　残り２／３の遍路をあと３回に分け完結したいものです。　さて読者は「如来」と「菩薩」の定義を知っていますか？　仏教用語を１ページに纏めたものがこのホームページ　 [如来と菩薩]　に記載されています。
｢色即是空　花盛り｣と説いたお坊さんが居たそうな。　これは一切のこだわりを捨てると気が楽になり、楽しみのみが花を咲かすと解釈しています。　「笑い｣が免疫細胞を活性化するので医療に有効との研究も良く聞かされます。　「笑う門には福来る」は免疫力が来るということだったのでしょうか。　「一切のこだわりを捨てる」手段の一つが適当に身を傷めることだと思うのです。つまり歩き遍路です。世阿弥は風姿花伝口伝で｢秘すれば花, 秘さずば花なるべからず｣, そして別の段では　｢されば, この道を究め終りて見れば, 花とて別には無きものなり」。
｢花｣は「こころ」でしょうか。
さて「リタイヤで急に世界が澄んで見え」て、私の心は今、花盛りです。　
感謝です、多多謝謝。　　　　　　　　　　　　　　　　２００５年４月２０日
同窓生の誰かは四国遍路に興味があるはずと思っていましたが、貴兄が先達とは知りませんでした。今まで口にはいえない苦労もしたけれど、今は「色即是空　花盛り」です。　この意味が判っている同窓生は少ないと思います。　Ｓ君、Ｏ君の細君が奇しくも、不治の病で長らく床に就き大変気の重い毎日を過ごされています。　（Ｏ君のご内儀が五月に亡くなられました。ご冥福を祈ります。）　西安敦煌同窓会で訪れた大雁塔ではS君は般若心経をよく研究されているようで、これがその原本だと言うので写真を取っていました。私にはそのような知識は無く見落としていました。　三蔵法師が般若心経を翻訳したと言う部屋を見たり、空海が学んだ青龍寺では四国四県が寄贈したと言う庭園がありましたが、桜の葉が虫に食われるそうで、その花も元気がありませんでした。異国に移植された木々も迷惑しているのかもしれません。　
一連の事件の背景として私は日本企業はもっと地域社会にも貢献しなければという概念が極めて薄い。　「赤信号　皆で渡れば　怖くない」と反社会的な行為を「チョッとだけ　会社のためだ　目をつぶれ」とやらせて来ましたが、やはり天網恢恢　疎にして漏らさずで、結局はその会社を危機に陥らせます。　米国企業では重役候補の人材が共同募金のような公共性の高い募金活動に３ヶ月ほど専念する慣習があります。　米国ではキリスト教の博愛精神にもよるのでしょうが人に優しい、人のためにも尽くす　ということを社内運動の一環ともしています。　孔子の言う「仁」でしょうか。人に優しくすることが仁だそうです。仁の意識が足りないから、企業不祥事が起こると私は思っています。　そこでIntegrityを「順法仁徳」と訳しました。　
